






考察及び要約 

以上妊産婦には,輸血を受けている患者より高頻度で不規則同種抗体を所有し,低頻度に不

規則自己抗体を持っている。抗一 D 以外は直ちに胎児障害には結びつきにくいとしても,

出産時その他必要なときに施行され得る輸血に際しては,常に溶血性副作用(血管内

intravascular,血管外 extravascular)の可能性をはらんでいる。 

そのために妊娠にあたっては,妊婦及びその夫の ABO 式,Rh 式(特に D 因子)を必ず判定し,

また妊婦の血清中不規則抗体のスクリーニングを期に応じて精密な方法で検査するべきで

ある。 
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